
危険な思想を持たな

い。思いやりの心や

平和を尊重する心を

大切にする。

テレビや新聞などで

世界情勢を知るこ

と。切り離された"平

和でないこと"とのつ

ながりを見つけ出す

こと。

募金であったり、平

和に関するボラン

ティアに参加するこ

とで少しではあるもの

の世界平和に貢献で

きるのではないかと

考える。

もっと沢山の情報を

知ること。それを伝

えていこうとする意思

を持つこと。

これからの世代に被

爆体験を語り継いで

いく

核兵器を壊したいで

す
ごみひろい

・今、世界で起きて

いる内戦や紛争につ

いて知ること。・異

なる文化や宗教への

理解を深めるこ

と。・身近な人に感

謝すること。

・募金

・学校で聞いた被爆

者の体験を身近な人

から、いろんな人に

伝える

平和のボランティア

に参加する 平和の募

金をする 日頃から感

謝の気持ちを忘れな

い 世界情勢について

日頃から目を向ける

文化交流して相手のこと

について理解する。世界

の人たちではなく、身近

な人から大切にするこ

と。世界のニュースに関

心を向ける。

・文化や価値観の違

いを理解する。

・ニュースを鵜呑み

にしないで考える。

・平和について考え続け

る。・平和について友人

と考えを語り合う。・軍

事整備に資金が行かない

ような国の製品を選んで

購入する。

SNS等で平和への思

いを書き込む
ない

被爆者の話をよく聞

く

選挙に行く

・ボランティア(オレ

リボ運動,募金活動な

ど)

・同志と平和に関す

る意見交換など。

・被爆者の方からの

講和を聞いて、それ

を誰かに伝える。・

小学校から習った平

和に関することを次

の世代へと伝えてい

く。

日頃からニュースに

目を向けること。

過去に起きた戦争に

ついて知り、次の世

代に伝えていく。

節約、節電、節水、

寄付をする

募金活動をしたり、

この先の世代の人に

「戦争は絶対にした

らだめだ」というこ

とを伝えていくことだ

と思います。

戦争や紛争、貧困な

ど世界の状況につい

て調べて知ること。

関心を持つこと。

募金活動など

・他人への思いやり

を忘れない・感謝や

謝罪の気持ちを行動

で表す・相手の立場

にたって物事を考え

る

身近な人に対して思い

やりの心を持つこと

(差別しない、争わず

に助け合う)

寄付やボランティア

などを行う

相手を思いやる優し

い心を持つ。

貧困で苦しんでいる人

たちもいるので、ご

飯を残したりなど無

駄なことをしない。

いろんな国のことに

ついて知る

ユニセフの団体？み

たいなのにちょっと

関わりたいなって

思っています。

今世界がどのような状態

か知ること。自分が当た

り前に生活できている環

境に感謝すること。自分

が余裕ができたら困って

いる人に手を差し伸べ

る。

世界平和の署名をす

る。

身近な困った人を見

かけたら助けに行く

ようにする

・差別的な言葉を使

わない・フェアト

レード商品を買う・

文化や宗教の違いを

否定しない・平和に

ついて学ぶ

話し合うこと、解決

策を見つける、客観

的に考える、これら

を意識して生活したい

です。

互いに認め合うこ

と。小さなことから

やっていくことが重

要だと思っていま

す。

・自分自身または、

他人などを思いやる

心を持つ。

・募金

・人には多様な考えがあり、人それ

ぞれに歩んできた人生がある。それ

を根本的に変えることは不可能だと

知ること。・人一人ずつにかけがえ

のない人生があり、大切な人がいる

ことを知ること。・対立を避け、憎

しみを人に向けないようにするこ

と。

普段から他人を思い

やること

まずは自分の周りに

いる人たちに優しく

する。

長崎県民として戦争の

恐ろしさ、最後の被

爆地にするために伝

えていく必要があると

思いました。

原爆の話を後世に伝

える

今まで、平和学習として

被爆者から被爆体験を聞

いてきたから、その内容

について多くの人に伝え

て、戦争の悲惨さについ

て知ってもらう。

平和のために活動して

いる団体や活動につ

いて調べてみたり、

実際に参加してみる。

友達など身近な人を

大事にすること

偏見を無くす

差別を無くす

・ピースボランティ

アなどの平和に関す

るボランティアに参

加する・語り部の方

などの被爆者本人か

ら話を聴く

•紛争や戦争があっている

国の現状を知る•互いを認

め合い差別などをなくし

て思いやりを持つこと•ボ

ランティアなどに参加す

ること

･同じ失敗を繰り返さ

ないように過去のこ

とに  ついて学ぶ、そ

して伝える･ボラン

ティアや寄付する

・私は日本で生活してい

るから、過去に日本で起

きた戦争を消えない過去

にするために高齢化によ

り減少している被爆者の

方々の思いを私たち若者

が未来へ受け継いでいく

こと。

地元長崎であった戦

争の悲惨さを少しでも

多くの人に発信する

こと

人に優しくする 平和学習を広める。

ボランティアに参加した

りバイトで稼いだお金の

ほんの少しだけでも募金

を通して支援をしてあげ

ることが今からでもでき

ることだと思いました。

身近な人を大切にし、思

いやりのある言葉や態度

で周囲の空気をやわらか

くし、自分自身の心を大

切にしながら、日常の小

さな親切を積み重ねてい

くことです。

・なんらかの平和活

動に参加する・ボラ

ンティアに参加す

る・平和を祈る

自分の周りの人から

幸せにしていく。

思いやりを持って人

と関わる。

まずは平和とはなに

かなどを考えること

だと思う

1円でも10円でも継続

して募金活動をする

身の回りの人に戦争の悲

惨さを伝える。

SNSなどで声を上げる。

(みんなで平和にしよう！

など)平和の大切さをもう

一度深く考え直す。

多様な考え方を持

ち、争いが起こった

時に自分なりにその

ことについて考える

日頃から身の回りの

人に親切に関わる

・戦争、原爆につい

て伝える活動をする

(長崎の人間であるか

らこそ、県外の人々

に伝えられるものも

あるはず)

現状を詳しく知らな

いことにはなにが出

来るかはわからない

から、現状を詳しく

知りたい

ネットを用いた情報

発信

・平和について知る

・ボランティアなど

に参加する

・募金に参加する

・相互理解を深める

喧嘩しない

平和活動に参加してみ

て、世界や日本の状

況を知ることから始

めたい。

常に身近な人に優し

くする。

まずは世界の現状を

よく知り、ボラン

ティアに参加する。

募金をする。

・選挙に行く・今ま

での戦争について知

る・相手を尊重し、

思いやる心を持つ・

SNS等で情報を共有

する

被爆者の人達から聞

いた話を語り継ぐ
　募金を行うこと。 人にやさしく

世界で今何が起こっ

ているのかを、きち

んと知ることからや

るべきだと思いま

す。

ユニセフなどの募金

差別や偏見をなく

し、思いやりの心を

持つこと、世界の現

状を知り、それを周

りに伝えていく。

被爆した長崎に生ま

れたものとして核兵器

の恐ろしさなどを世

界や後世に伝えていく

こと

異文化理解を深める

偏見を持たないよう

にすること(ちゃんと

両者の立場を知った

上で自分の考えを持

つ)

・募金に少しでも参加し

て世界中の困っている人

にお金がいくようにす

る。・戦争についてもっ

とよく知り、様々な人と

意見を交換して考えを深

める。

小さなことから、自分の周りで平和

について考え、また、普通に生活で

きている現状に感謝を忘れずに過ご

す。長崎出身であることを活かし

て、地域の平和活動に参加したり、

もう一度原爆ホームや、平和公園に

足を運び、小学生の時に感じたこと

と、今大きくなってから感じたこ

と。どんな変化が自分の中で起きて

いるのか、自分の考える平和を改め

もう長崎と広島以外

では原爆の恐ろしさ

が薄れてきてしまって

いると思うので色ん

な人に原爆について

伝えること

呼びかけ

平和のことを考えるのであれ

ば戦争などをしていた過去の

ことなどを知ることが大切だ

と思う。平和のことを伝える

ためには平和とはどういうこ

となのか知識が必要だと思

う。

周りの差別から無く

す。

貧困な国に少しでもお

金が行くように募金

をすふ

実際に被爆者から戦

争の悲惨さを聞きそ

れを伝承していくこと

世界の状況を聞い

て、募金などをした

い

正しい日本の戦争や

原爆の情報を知るこ

と、伝えること。

正しい情報を持つこ

と。差別や偏見を持た

ないこと。

異国の文化について

調べたりして、多様性

に触れ、違いを知

り、認めること。

千羽鶴を折る
外国人留学生に優し

くする
人と喧嘩をしない

平和を願う  日常に感

謝して生きる
平和について学ぶ

戦争について知る(資

料やテレビなどで)。

そして改めて戦争をし

てはいけないという

意識を持つ。

・ボランティアに参加す

る・募金を行う

・平和でなくなっている

理由について考える・政

治に関心を持つ・自分の

周りの環境が平和なのか

考える

身の回りの人を大切

にする。

偏見を持たない。

人のためになること

をすすんですること。

異文化や、歴史への理解を深め、争

いの原因となる偏見や誤解を減らし

ていく。

コミュニケーションを大切にする。

差別、偏見に気付き、向き合う。難

民支援や、災害支援、教育支援のた

めに、ボランティアや寄付に参加す

る

・過去の戦争の歴史について

知る・被爆地に住む人として

長崎で戦争の時何が起きたの

か海外や県外の人たちに伝え

る・戦争の悲惨さを忘れな

い・平和とは何かについても

う一度考える

私が思う平和は人々仲が良く、喧嘩

をしても仲直りする、また健康であ

るということ、そういう世界へ変え

ていくためにまずは国内政府から変

えていくため選挙に行くなど、国家

から変えていきたい。また、子ども

たちに平和教育をしていきたい。

政治に関心を持ち、

選挙に参加すること

争いの恐ろしさを伝

える

紛争や戦争で解決し

ようという思想を持

たず話し合いで解決

するという考えを持

つこと

・戦争について学ぶ

・核兵器の恐ろしさ

を理解する・平和と

は何かを考える・原

爆の日に必ず黙とう

をする

偏見を減らす

まず、長崎出身なの

で原爆のような核兵

器の恐ろしさを自分

の次の世代に伝えら

れるようにしたいで

す。

世界情勢へ関心をも

つこと。人に優しく

すること

①差別、偏見をなく

す②フェアトレード

に参加したり、ボラ

ンティア活動を行う

周りの人などが嫌が

ることなどをせず、

みんなが楽しくいら

れる空間を作りたい

自分の1番近い人を大

切にする

相手の意見を尊重

し、認め合う

核兵器の恐ろしさを

伝える。

戦争反対への意思表

示

・平和に関する募金

・平和に関する署名

・平和に関する講演

やセミナーへの参加

まずは平和について学ぶことが世界

平和のために私たちにできる事だと

考える。また、被爆地である長崎で

は観光客の方などに対して平和に関

するボランティアも募集しているこ

ともあるため、それに参加すること

などがあると思う。

今、世界で起こって

いる紛争や内戦がど

こでどのような理由

で起こっているのか

調べる。

・募金

・確かな人格者への

選挙での投票

何故今でも戦争が起きて

いるのかや、どこで起き

ているのか、被害を受け

た人たちがどのくらいい

るのかなどの、現実を知

ること。

・募金・現状を知

る・寄付・感謝を伝

える・人に優しくす

る・違いを受け入れ

る

被爆者に教えてもらっ

た戦争の悲惨さを語

り継ぐ

身近な人たちから仲

良くすること。

身の周りの人の気持

ちを考えて行動する
折り鶴を折る 世界のことをしる

ボランティア活動

困っていそうな人に

声をかける勇気を出

す

募金活動をしたいのと、

もう選挙に参加できるた

め、選挙などで政治に参

加したい。身近なことに

なるけれど、たくさんの

人と仲良くなってみんな

楽しいと思えるようにし

たい。

まずは自分が戦争が

起きている地域など

知っておく

募金、また、ニュー

スなどを積極的に見

てその現状について

知ること

過去にどのような戦

争があったかを知る

ことだと思う。そして

今の世界の状況を知

ることも大事だと思

う。

お互いを尊重しあっ

て、友人を大切にす

る。

他人の気持ちになっ

て考える。

もっと今起こってい

ることを知ること。

できることはもっと

世界について知るこ

とだと思いました。

それに伴っていろん

な国に行ってみたい

なと思っています

そもそも今どのような事

が世界で起きているのか

を知る。また、戦争など

によって引き起こされる

デメリットや世界に及ぶ

影響などを知りたい。

・平和に関する募金

・平和に関する署名

・平和に関する講演

やセミナーへの参加

核兵器の恐ろしさを

伝える。

戦争反対への意思表

示

自分の1番近い人を大

切にする

相手の意見を尊重

し、認め合う

そもそも今どのような事

が世界で起きているのか

を知る。また、戦争など

によって引き起こされる

デメリットや世界に及ぶ

影響などを知りたい。

・長崎からの世界平

和に向けての発信

・被爆者の話を受け

取るだけでなく何か

を使って伝える。

人に親切にしていこう

と思います。

ボランティア活動や

友人、家族と平和に

ついて共に考えてみ

る。

①苦手な人とのコミュニ

ケーションの見直し②命

の価値についての意見の

共有やってみたいこと①

倫理、平和についての動

画配信

私が戦争を止めるとなるとキャリア

を沢山積まないと根本は排除できな

いですが、みんながひとつになれば

できないことはないと思っていま

す。譲れない部分をあるとは思いま

すが、戦争じゃない解決策を唱えて

行きたいです。

被爆体験の講話を聞

いたことがあるので

後世の人たちに伝えて

いきたい。

人道支援のための募

金活動や署名活動と

いったボランティア

活動

・多様な文化に触れる

（料理や音楽など）・平

和や人権に関するニュー

スを「知る」・無理のな

い範囲で支援をする

（募金や平和イベントの

参加など）

今、目の前の人を大

切にすること。長崎

の平和を世界に発信

していくこと。が出来

ると思います。

世界の平和は身近な

小さな行動から始ま

ると考えるので、ま

ずは日常の中で相手

を尊重し、対話を大

切にする行動を続け

たい。

明日を生きる

長崎で起こった戦争

（被爆）のことを深

く学び、少しでも多く

の人に伝えられるよ

うにしたい。

自分が動いたところで戦

争や強盗が減るどころか

悪化してしまうかもしれ

ないので、ただただ1日で

も早く戦争が世界中から

なくなってほしいと願う

ことしかできないと思う

・違う意見を尊重し、差

別やいじめをしない・ご

みを減らしたりして地球

のことを考えて行動す

る・社会問題について関

心をもち、正しい情報を

知るようにする

募金、また、ニュー

スなどを積極的に見

てその現状について

知ること

紛争や戦争で解決し

ようという思想を持

たず話し合いで解決

するという考えを持

つこと

自分の生活を見直す

ニュースを積極的に見て今､世界は

どのような状況を知ることがまず大

事だと思いました。その為に普段か

らニュースや新聞を見たり、自分か

ら調べてみたいと思いました。それ

からたくさんのお金を募金すること

は出来ないけれど、レジの横などに

ある募金に協力していきたいと思い

ました。

長崎出身ということもあって

県外へ行くと平和学習のこの

など聞かれる場面があると思

うので、そこでちゃんとした

ことを答えられるように戦

争、平和について学習する。

・友達の悩みをきく

・政治について学ん

だり選挙に投票した

りする

・平和について学ぶ

戦争といった国の規模の話を

する前に、身近な人の笑顔を

作れるようにする。それが、

周囲は広がっていき、全体の

平和へとつながると考える。

『平和』とはなにかを考え、

その平和を実現するためにす

るべき行動を取る

世界の戦争が何故起

こっているのかを知

ることが大切だと思

います。

ネットなどを用い

て、その紛争や戦争

の背景をできるだけ

正確に理解する。

友達をいじめない。

いじめをみかけたら

制止する。

思いやりを持って接

する

　平和運動に関するイベント

や集会などに、可能な限り参

加する。現在参加している平

和サークルで、できることを

考え、実践する。教員時代に

経験した平和教育を若い学生

たちに伝えていく。

平和について考える時間を作

る。被爆体験をした人の話な

どを聞き自分の考えを改め

る。

そして、人との関わり方を見

直す。

一人一人が助け合う

ことが大切

まずは自分が戦争が

起きている地域など

知っておく

人に優しく接するこ

となど

身近の周りの人の争

いを止める

周りの友達に優しく

する思いやりを持つ

困っている人がいた

ら自分から声をかけ

て助けれるようにし

たい。

・戦争の恐ろしさを伝え

る・日頃のニュースに目

を向けて新しい情報を取

り入れる・平和に関する

ボランティアに参加して

みる

戦争や紛争、貧困な

ど世界の状況につい

て調べて知ること。

関心を持つこと。

募金活動など

今起きてる現実を

知って意見交換をす

る。

被爆者の話を後世に

伝えていく。

平和の署名などに参

加する。

ない。（やったとこ

ろで雀の涙程度。も

し、雨垂れ石を穿つ

とか言われたところ

で、削れるのはほん

の0.01mmにも、満た

ないから。）

募金

・まず自分が過去の戦争や現

在起きている戦争の悲惨さを

理解し、戦争をしてはいけな

いと心に留めておく。・平和

な活動(ボランティア)に積極

的に参加する・ニュースを見

るなど、国際問題に関心を持

つ

世界で何が起こって

いるかを知ることや

平和が崩されないよ

うに常に関心をもっ

ておくことはできる

かなと思いました。

相手を理解しようと

する姿勢を持ち、人

を支えたり、身近な

人との関係を大事に

する。そのためにま

ずは自分自身を大切

にする。

友達と仲良くする
節約、節電、節水、

寄付をする

募金活動をしたり、

この先の世代の人に

「戦争は絶対にした

らだめだ」というこ

とを伝えていくことだ

と思います。

・ちゃんとした政治

家を選挙で選ぶ

・核兵器を世界から

なくす

みんなに戦争の恐ろ

しさ、悲惨さを知っ

てもらう。

世界で何が起きてい

るのか知ること。

ニュースなど気かけ

てみる。正しい知識

を得ること。

世界の社会や状況を

知る。地球温暖化対

策の見直しを話し合

うことはできると思

います。選挙に積極

的に参加するなど。

これだけは守りた

いってのを心に持つ

こと（困ってたら助

けるとか、信念）

・平和学習

・世界情勢を知る

・平和運動などのボラ

ンティア活動に参加す

る

今自分が平和だと感じていても大き

く見ると世界にはまだ幸せを感じて

いる人が少ないと感じる。その為今

の私のような自身だけが平和である

と感じている状況を少しでも無く

し、全員が平和、幸せを感じる為に

状況把握をする必要があると考え

た。大きな問題から小さな問題まで

興味関心を示し理解をしていこうと

おもった。

今の日本の総理大臣の高市さんに平

和の大切さを訴えて、日本が平和を

願う国として先陣を取り平和活動を

日本が中心として世界に広めて行く

活動をしてもらう為に長崎と広島の

悲惨さの文章を色んな人に書いても

らって国会に提出すること。

様々な媒体新聞や本、sns、

テレビなどで世界の状態を知

ること、そしてそれをどのよ

うな形でも良いから発信する

こと。また、今私のいる国が

比較的平和であることに感謝

をすること。

世界でいま起こって

いる紛争や戦争を知

り、どれだけ悲惨な

出来事なのかをネッ

トを介して発信した

い。

思いやりの気持ちを

持って人に接する

世界の子どもたちに向け

た募金活動を意識した

り、世界の情勢を詳しく

知るためにニュースなど

を意識してみて自分なり

に考えてみるなどです。

・保育者になって、

子どもたちと一緒に

平和と戦争の悲惨さ

について学び続ける

こと。・世界の様子

を知ること。

過去に起きた戦争に

ついて知り、

次の世代に伝えてい

く。

長崎ならではの被爆

体験をこれからの世

代に受け継ぐこと。

身の回りの人に親切

にする。

平和のための知識を

つける。

自分の意見や考えを

発信する。

戦争を他人事と思わ

ない

募金や寄付の活動に

参加すること

祈りを捧げる

正しい現状を知る

私たちにできることは平和を広げる

活動だと思う。平和な世の中をつく

るために、平和のメリットなどを考

えたり平和について知らない、よく

分かっていない人々に良さや現状を

伝えることで平和について考えてく

れる人が少しでも増えればいいなと

思う。

ボランティア活動

選挙

感謝の気持ちや謝罪

の気持ちをきちんと

言葉にして伝えるこ

と。

自分が誰かの平和のため

にできることは1つもない

と思うけど、他の国がど

んな状況にあるのか、他

人事だと思わず、よく調

べて知ることは自分にで

もできることだと思う。

原爆の悲惨さと平和

の尊さを自分よりも

下の世代に伝えていく

こと。

世界平和のためには、まず世界の現

状を知る必要があるので、今どのよ

うなことが世の中で起きているのか

理解し、なぜそうなってしまうの

か、そしてその出来事をどうしたら

鎮めることができるのか、過去の出

来事や被爆者の話を踏まえて考える

ささいなぶつかり合

いでも、広げていか

ずそこだけで解決す

る。

自分が学んできたこと

を後世に伝える。

困ったら人がいたら

助かる。

平和について発信して

いく。

身の回りの小さな問

題に向き合い解決して

行きたいと思いま

す。

　横に落ち着いてい

る人が横にいると安

心できるような気が

するので、落ち着い

ていたい。みんなを

安心させたい。

誰とでも仲良くする

相手の意見の背景ま

で想像して意見交換行

うこと

・社会の現状について知る・

ボランティアなど、平和につ

いて発信する機会があれば積

極的に参加する・自分から平

和について発信しているとこ

ろにも参加して知識を得る

募金活動を行ったり

実際に自分が募金を

したりすること

核兵器廃絶の為の運

動に参加したい

・これまで習ってき

た戦争の悲劇を次の

世代に語り継ぐ・世

界でどのようなこと

が原因で戦争が起き

ているのかを知る

平和活動などのボラ

ンティアなどがあれ

ば積極的に参加す

る。平和についての

知識を深める。

人々を尊重し認め合

う。

暴力等を防止する活

動をする。

貧困の方への募金の

ボランティア活動

被害国への募金や核

爆弾をなくす訴えを

世界に促す

・今の世界の状況を

まずは知り、それを

色々な人と共有してい

くこと。・異文化や

色々な意見を理解し

ようとすること

・寄付

募金活動やボラン

ティア活動に参加す

ることだと思いまし

た

戦争はしたらダメと言

うこと、みんなに伝

えていくこと、一人ひ

とりの気持ちや意見

をしっかり聞いて理

解すること

不平等をなくす

みんなで手を取り合

う

寄付金をしたり、ボ

ランティア活動をし

たりしたいと思いま

す。

自分が世界の状況に

ついて知ること

戦争がなぜ起きたの

かを知る

戦争を止めたり起こさな

いようにするといったこ

とはできないので、いじ

めといった身近な争いを

少しでも減らせるよう、

周りをよく観察して生活

したい。

・偏見や差別をなく

す・ニュースなどを

通して今の世界の状況

を知ろうとすること

戦争は止めることが

できないので、終

わったあとなどの支

援などで使うお金が

必要だと思うので募

金をしたいです。

世界で起こっている

ことを知り、考え、

友達と共有する。

戦争を体験した被爆

者の方から聞いた話

などを忘れずに後世

にも伝えていくこと。

被爆者の話を聞い

て、後世に伝え続け

ること

平和を呼びかける

・海外の学生と日本の学生で、平和に関する

対話を行う機会の提供を支援する、NGO団体

などでのボランティア。または立ち上げ。・

様々な国の人々と対話を行い、多様な視点や

考え方を学ぶこと。・国や宗教に対しての先

入観を一度捨てて、実際の対話を通してそれ

らについて詳しく知る。・ただ単純に頭の中

で平和とは何か考えてみて、疑問があれば辞

書や、信用できる出典のもとで調べる。・新

聞やニュース記事を読み漁ってみる。・本を

読む。・恥ずかしがらずに、友人や家族と積

極的に平和構築についての情報交換を行う。

233 Pieces of Peace

今、各地で戦争や争いに対する思想が様々あります。支持する人もいれば、復讐という形で

心のなかに抱いている人もいるかもしれません。ウクライナとロシアの戦争を皮切りにそれ

は一層強くなっと思いました。また戦争が行われているという現状に慣れてしまっている場

面も見受けられます。そういった感覚を持ち合わせたまま、そして争いによる負の感情も持

ち合わせたままでは、この先本当の平和は訪れないと思います。そのため、私は『戦争とは

何か』『平和とは何か』という疑問を持ち、考え続ける姿勢と正しい倫理観を持ち続けるこ

とがこれからの世界を生きるものとして必要な事だと思います。戦争の悲惨さや失うことで

しかない事など戦争がもたらすものを忘れないこと。そして正しい倫理観とそれをこれから

の子どもたちに教え伝えることこそが私のできることであり、義務だと考えます。

　我々学生個人の身で戦争を

止めることは出来ませんが、

周囲の人を思いやり大切にす

ることでいじめ等は減ってい

くと思います。「平和のかけ

ら」というのは、思いやり・

署名活動・募金・ボランティ

アといった個々は小さくても

数が揃えば大きな力になる物

事を指すのではないでしょう

か。つまり、現代を生きる私

たちが「平和のかけら」なの

です。そのかけらの一つであ

るという自覚を持ち、まずは

ボランティア活動や人を思い

やることから始めていきたい

大きな活動でいうと、平和に関する施設や資料館を見学しに

行ったり、設立された経緯などの歴史を調べてみる。そうす

ることで、少しでも戦争などのことについて知ることができ、

平和について考えようとするきっかけになると思うから。小

さな活動でいうと、その日にあった幸せなことをだれかと話

してみたり、ノートにまとめたりすると、平和を形として残せ

る。

情報を“穏やかに”届

けること。いま目の

前の人を大切にする

お手伝いをするこ

と。知識や学びのサ

ポートをすること。

「どんなことが世界で

今、起きているの

か」を知ること。平

和に関するイベント

や募金活動に参加す

ること。

私は実際に紛争地域や貧

しい地域に自分から足を

運んでみたい。私は普段

からニュースやネットで

そういった地域の現状に

ついて情報を獲得してい

るが、実際に現場に行っ

てみて自分の目で見るこ

とで今よりもより自分が

平和のために何ができる

かがわかると思うから自

分から紛争地域や貧しい

地域に行ってみたい

・平和教育の見直し 平和教育に地域でギャップがあるように私は思います。も

ちろん、長崎や広島、沖縄など戦争が行われた地ではより多く濃く、深い平和教

育がなされていますが、その他の都道府県では頻度も少なく、内容も深くできな

いのが現状です。同じ日本なのに学ぶ機会や内容に差が生まれてしまうのは、平

和を国全体で考える事の妨げに少しでも繋がるのではないかという懸念がありま

す。そこで私は平和教育を行う教職員の方へもっと平和教育のための資源を一緒

に作っていく機会があればと思っています。平和のパンフレットや絵本、絵画の

コピーなどを集めたファイルなどを学校に平和コーナーとして展示してもらうな

ど小さなことからでも意見を出し合う場になればと思います。・平和サークルと

しての活動 現在長崎純心大学には「GreenPieces」という平和団体があり、た

だいまその活動は少なくなっています。そしてサークルでは無いことで宣伝の機

会が少なく認知度が低いため、入ってくれる学生も少ないことで大きな活動がで

きない現状にあるため、そこを改善することでより沢山の平和や戦争についての

学びの機会や発信していく機会を得ていきたいと思っています。


